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令和３年度 第６回 経営協議会議事概要 

 

 

日  時 令和３年１１月２４日（水） １３：３０ ～  １４：３５ 

場  所 特別会議室 

出 席 者 別紙のとおり 

 

本学の活動状況について 

学長から，「本学の活動状況」について，資料に基づき報告があった。 

 

議題 

１．宗像職員宿舎の廃止及び処分について                   （議題１の別紙） 

理事（総務・財務担当）及び財務企画課長から，宗像職員宿舎の老朽化に伴う廃止及び跡地活用の

ための取壊し処分について，資料に基づき説明があった。 

   

  審議の結果，了承し，役員会へ付議することとした。 

 

 

２．令和３年度目的積立金の使用計画について                 （議題２の別紙） 

理事（総務・財務担当）から，令和３年度目的積立金の使用計画について，資料に基づき説明があっ

た。 

 

審議の結果，了承し，役員会へ付議することとした。 

 

  なお，学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

 ・目的積立金については，今年度内に執行しなければならないものなのか。 

 ・目的積立金の具体的な使途を「学内環境の整備等」とするのは，範囲が広いのではないか。 

 ・目的積立金の執行用途及び執行金額については，別途報告されるものなのか。 

 

  理事（総務・財務担当）及び財務企画課長から，以下のとおり回答があった。 

 ・目的積立金については，第３期中期目標期間の最終年度である今年度中に使途に即したものに執行

しなければならない。また，毎年度目的積立金の執行用途及び執行金額については，本協議会でも

会計報告の際に報告を行っている。 

 ・使途については，これぐらい幅のある表記でないと，その都度使用計画を立て，承認手続きを踏ま

なければならない等事務が煩雑になってしまう。 

 

 

報告事項 

１．大学機関別認証評価の訪問調査について                （報告事項１の資料） 

  学長から，大学機関別認証評価の訪問調査の結果について，資料に基づき報告があった。 
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学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

 ・不十分と指摘された内容について，具体的に説明いただきたい。 

 ・コロナ渦で遠隔授業等が実施されたことに伴い，シラバスの記載が形骸化されていたことが浮き彫

りになったのではないか。そのことからも，今後は新型コロナウイルス収束後を見据えた対応につ

いても検討いただきたい。 

 

   学長から，以下のとおり回答があった。 

 ・不十分と指摘された点については，①大学院教育学研究科の教育課程方針において，学習成果の評

価の方針が定められていないこと，②授業の目標と成績評価が反映されたシラバスの作成が担保さ

れる体制となっていないこと，③教育学部履修規定において，成績評価基準が適切に定められてい

ないこと，の３点である。 

 ・遠隔授業においては，Live 配信による授業とオンデマンド配信による授業を組み合わせて行って 

いる。前者については，従来の授業と同様に教員と学生，又は学生同士がリアルタイムに双方向で

やりとりができるのに対し，後者については，事前に授業を収録した動画を学生が視聴し，その授

業で課される課題を提出することになっていることから，学生の家庭学習時間の底上げにも寄与し

ている。今後はこれらのメリットを組み入れつつ，ハイブリッドによる授業形態を増やしていくこ

とも検討したい。 

 

 

２．令和４年度教員採用試験最終合格状況について             （報告事項２の資料） 

  学長及び理事（企画・教育研究・附属学校・教育組織・カリキュラム担当）から，今年度の教員採

用試験の合格状況について，資料に基づき報告があり，このことについて併せて意見交換を行いたい

旨の発言があった。 

 

    学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

  ・自治体毎によって，合格者数に大きな偏りがあるのは何か要因があるのか。 

  ・福岡県の合格者数が減少しているのはなぜか。 

  ・大学院の合格率の低さについてはどのように考えているのか。 

 

    学長及び理事（企画・教育研究・附属学校・教育組織・カリキュラム担当）から，以下のとおり回

答があった。 

  ・自治体毎による合格者のバラツキについては，様々な要因が考えられるが，例えば北九州市につい

ては，昨年度は１次試験が実施されず，他の自治体と併願できる状況だったことが合格者数の上昇

に起因したと考えられる。 

  ・福岡県の合格者数が減少している要因の１つに，昨今学生が出身の自治体を受験するケースが増え

ており，そのことが相対的に福岡県の出願数減少に繋がっていると考えられる。 

  ・本学の大学院のＭ１入学者の多くが他大学の学生であり，それらの大学院生に対して，入学後わず

か３カ月後の教員採用試験に合格を求めることは少し酷なところもあるが，引き続き合格に向けた

指導を行っていきたい。 
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  ・今後学生の教員免許取得への多様な要望に対応した教育プログラムを構築していく上で，現在の本

学の教員合格者状況を維持しつつ，大学改革を推進していきたい。 

 

 

３．令和３年度人事院勧告について              

  学長から，令和３年度人事院勧告を受けた本学の対応状況について報告があった。 

 

 

次回開催日 令和４年１月１９日（水）１３：３０～ 

 

 

 

 

説明資料等 

 

議題１の別紙      宗像職員宿舎の廃止及び処分について 

議題１の資料   宗像職員宿舎のキャンパス内配置 

議題２の別紙   令和３年度における目的積立金の取扱いについて 

議題２の資料   国立大学法人等における剰余金の翌事業年度への繰越しに係る承認 

について 

報告事項１の資料① 大学機関別認証評価 訪問調査の結果について（報告） 

報告事項１の資料② 国立大学法人評価と認証評価の比較 

報告事項２の資料① 令和３（2021）年度卒業・修了見込者課程等別 令和４（2022）年度 

教員採用試験 出願・１次・最終試験合格状況 

報告事項２の資料② 令和４（2022）年度【R3（2021）年実施】公立学校教員採用試験 

１次・２次試験合格状況（合格件数・過去３年分） 

 

参考資料     2021 年度福岡教育大学経営協議会及び学長選考会議スケジュール(案) 

参考資料     福岡教育大学の活動状況 


